
二
月
二
九
日
、
半
日
情
宣

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
検
察
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
裁

判
所
で
訴
え
や
申
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
年
度
末
と
同
時

に
六
億
六
千
万
円
損
賠
裁
判

の
弁
論
を
控
え
た
中
で
の
重

要
な
取
組
み
で
し
た
。
二
〇

名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
頂

き
手
応
え
あ
る
闘
い
と
な
り

ま
し
た
。
港
合
同
の
仲
間
、

国
鉄
臨
雇
闘
争
の
和
田
さ
ん
、

兵
庫
や
京
都
か
ら
駆
け
つ
け

て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

朝
八
時
す
ぎ
、
小
雨
ふ
る

中
、
大
阪
地
方
検
察
庁
が
入

る
合
同
庁
舎
前
で
ビ
ラ
ま
き

開
始
。
労
組
法
違
反
で
刑
事

罰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
南

労
会
を
「
速
や
か
に
起
訴
せ

よ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
中
労

委
が
地
検
に
命
令
違
反
の
事

実
を
報
告
し
て
か
ら
一
年
三
ヶ

月
が
経
過
、
未
だ
命
令
を
守

ら
ず
、
逆
に
組
合
員
攻
撃
を

強
め
る
南
労
会
を
こ
れ
以
上

放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
労
働
法
に
基
づ
け
ば

起
訴
以
外
に
な
い
の
で
す
。

ビ
ラ
ま
き
後
、
担
当
検
事

へ
の
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
で

あ
り
顧
問
弁
護
士
も
し
て
頂

い
て
い
る
佐
藤
昭
夫
先
生
の

意
見
書
を
添
え
た
請
願
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
佐
藤
先
生
に
は
、

裁
判
官
や
検
事
に
労
働
法
制

の
根
本
を
学
び
認
識
さ
せ
る

為
に
見
事
な
お
手
本
と
な
る

意
見
書
を
書
い
て
頂
き
ま
し

た
。詳

し
く
は
港
合
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
別
途
ご
紹
介
し
ま
す
。

労
働
条
件
の
決
定
に
お
け
る

労
働
者
の
立
場
、
団
結
権
保

障
の
必
要
、
団
結
権
保
障
の

実
効
確
保
、
使
用
者
の
行
為

に
よ
っ
て
生
じ
た
団
結
権
侵

害
行
為
の
是
正
と
い
う
労
働

法
制
の
根
本
を
論
じ
、
二
〇

〇
七
年
九
月
の
高
裁
永
井
判

決
の
意
義
と
不
十
分
点
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
と
の
関
連

で
南
労
会
の
行
為
が
団
結
権

を
侵
害
し
、
命
令
を
履
行
せ

ず
、
組
合
と
組
合
員
に
多
大

な
損
害
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
厳
し
く
指
弾
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

請
願
理
由
の
中
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
（
労
働
法
制
の
根
本
を
否
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告報
松
浦
診
療
所
の
閉
鎖

を
許
さ
ん
ぞ
！

若
杉
・
松
浦
は
労
働

者
・
患
者
に
内
紛
の

ツ
ケ
を
ま
わ
す
な
！

長
期
争
議
の
責
任
を

と
ら
せ
る
ぞ
！

南
労
会
を
起
訴
せ
よ
！

検

察

庁

へ

申

入

れ

佐

藤

教

授

意

見

書

生
存
権
と
団
結
権
侵
害

に
歯
止
め
を
か
け
よ



定
す
る
態
度
に
出
て
い
る
南

労
会
を
）
放
置
す
る
こ
と
は
、

労
働
者
の
生
存
権
と
団
結
権

侵
害
に
何
ら
の
歯
止
め
も
か

か
ら
ず
、
法
の
無
視
、
労
働

者
の
人
権
侵
害
を
加
速
さ
せ
、

司
法
に
対
す
る
信
頼
を
根
本

か
ら
覆
す
こ
と
に
な
り
ま
す
」

「
過
料
の
制
裁
金
は
支
払
っ

て
も
、
差
別
を
改
め
よ
う
と

し
な
い
南
労
会
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
と
使
用
者
の
社

会
的
責
任
に
欠
け
た
、
前
代

未
聞
の
反
組
合
使
用
者
」

（
意
見
書
）
―
こ
の
悪
質
な

南
労
会
を
速
や
か
に
起
訴
し

て
権
利
侵
害
に
歯
止
め
を
か

け
よ
！
と
い
う
こ
と
で
す
。

担
当
検
事
が
直
接
、
面
談

に
応
じ
、
一
定
の
や
り
取
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
〇
時
二
〇
分
か
ら
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
大
阪
支
店

（
淀
屋
橋
）
で
ビ
ラ
ま
き
と

申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

警
察
を
呼
ん
で
介
入
、
申

入
れ
に
は
正
面
玄
関
に
総
務

課
？
の
行
員
が
ズ
ラ
リ
と
並

ん
で
門
前
払
い
と
い
う
失
礼

千
万
で
、
お
客
様
に
も
格
好

悪
い
対
応
。
の
み
な
ら
ず
前

回
か
ら
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

ま
わ
し
、
今
回
は
「
業
務
妨

害
、
最
後
通
告
」
み
た
い
な

台
詞
ま
で
口
に
し
ま
し
た
。

不
当
労
働
行
為
、
違
法
行

為
を
助
長
し
て
き
た
銀
行
の

こ
の
権
力
的
態
度
は
正
に
開

き
直
り
。
ヤ
バ
イ
事
し
て
き

た
自
覚
の
表
れ
と
も
言
え
ま

す
。
松
浦
診
療
所
閉
鎖
を
許

さ
ず
、
争
議
責
任
を
必
ず
取

ら
す
ぞ
！

最
後
は
裁
判
所
の
昼
休
み

ビ
ラ
と
街
宣
。
受
取
り
、
反

応
と
も
良
か
っ
た
で
す
。
皆

さ
ま
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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大阪地検前ビラまき

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は

南
労
会
の
労
働
犯
罪

に
手
を
貸
す
な
！

不
正
経
理
を

助
け
る
な
！

上）正面玄関前で
抗議のシュプレヒ
コール

下左）入口で申入
れを阻む行員に申
入内容を読み上げ
る。

下右）申入れの様
子をビデオで撮影
し肖像権侵害

裁
判
所
の
昼
休
み
ビ
ラ

ＵＦＪ銀行前・抗議申入れ行動


